
第４号様式（要綱第６条関係） 

 

令和 6年度 第 4回 藤沢市立中里小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時  2025年 2月 21日（金）10時～ 

場  所 中里小学校 図書室 

 

                  

出

席

委

員

等 

佐々木 冬子（会長・おはようボランティア 代表） 

木内 功  （副会長・中里小学校 校長） 

大井 秀幸 （三者連携 御所見地区ふれあい共有ネットワーク） 

佐藤 孝子 （御所見地区民生委員・児童委員協議会 主任児童委員） 

市成 希美子（中里児童クラブ） 

須藤 和久 （御所見市民センター センター長） 

遠藤 陽輔 （PTA会長経験者） 

荒舩 友樹  （御所見中学校 教頭） 

猪股 裕亮  (御所見小学校 教頭) 

井出 抄和  (中里子どもの家なかよし砦) 

坂本 哲也  (社会福祉法人 藤沢市社会福祉協議会 地域福祉課 CSW) 

小山内 明子 (中里小学校 教頭) 

------------------------------------------------------------------- 

出席委員：12名（欠席委員 2名：鈴野 達也、佐野 彰） 

オブザーバー：教育総務課（伊豆内） 
 

次

第 

1．開会 

2．議題 

（1）学校の様子       

（2）情報交換      

（3）学校評価(学校づくりアンケート) 

3. 授業参観 

4. 1年を振り返って 

 

 

協

議 

内

容 

2. 議題 

（1）学校の様子 

【発言者】木内副会長 

【内容】学校の活動行事について報告 

木内副会長）授業参観、発表会、懇談会などを実施。 

        3月 19日(水)に卒業式を実施予定。 

    小山内委員）各委員へ依頼：卒業式の案内文書中にある QRコードから出欠の返信。 

 

（2）情報交換 

【発言者】木内副会長 

【内容①】あたらしい学校教育目標について 

  これまでの運営協議会内での協議結果、さらに学校職員内の協議結果を踏まえて、 

目標を『輝き伸びゆく中里っ子』に決定。 

 

【発言者】木内副会長 

【内容②】統合型学校運営協議会について 

  現在、御所見中(校長)と協議中。 

現時点では中里小学校から学校運営協議会会長、校長、教頭、PTA会長が参加予定。 

また、児童クラブ、子どもの家からの参加も検討中。 



各学校での課題や協議をする場として、「部会」を発足することも検討中。 

 

【発言者】佐々木会長 

【内容③】集団登校について 

  佐々木会長）年明けから集団登校がなくなり、今まで見守ってきたボランティアの方々から

以下のような意見があがった。 

 

         ・集団登校がなくなったという連絡が欲しかった 

         ・集団登校がなくなってから、ふざけたり、ふらふらと道路から 

はみ出すように歩く児童が多くなり、不安要素が増えた 

         ・登校が分散することにより、最終見守りをいつまで続けたらいいか迷う 

   

佐藤委員）ひとりで登校すると歩行スピードがゆっくりになったり、登校時間に 

間に合うかどうか不安になる。 

集団登校だからこそ、学校へ行く意欲に繋がっていた児童もいたのではないか。 

     新 1年生（児童・保護者ともに）は不安ではないのか。 

 

  小山内委員）新 1年生に関しては、4月から 5月 6日（1ヶ月間）までは集団登校を 

実施予定。その後、自由登校の予定。 

 

  佐々木会長）上記内容の情報も連絡がほしかった。 

 

  木内副会長）集団登校の継続有無については、PTA内で協議した結果であったとはいえ、 

        学校側からも周知すべきだった。 

        尚、集団登校はなくなったが、登校班の名簿は作成している。 

 

   井出委員）集団登校がなくなった理由は何か。 

 

   遠藤委員）高学年から多くあがった以下のような意見が、集団登校でのメリットより 

        も上回ってしまったのではないだろうか。 

 

         ・低学年のお世話が大変、やりたくない 

         ・ルールを守らない子がいて、あぶない 

・ルールを守らない子、その保護者に対して注意したが、直らない 

・ルールを守らない子とは一緒に登校したくない 

         

        今後は、見守りなど各校 PTA内だけでは対応しきれないことを、御所見小 

など地域同士、一緒に協力していくかたちになれたらいいのではないか。 

 

  佐々木会長）あったものをなくす、変えることは大変なことと痛感。 

        ひとりでの登校には、交通事情での危険要素だけでなく、連れ去りなど 

不安な面も多い。これらのことも今後の課題になってくるだろう。 

         

   大井委員）時代の流れと同じく、変革期になっているのではないか。変わることが、 

必ずしもデメリットばかりではないはず。 

また自宅から校門、校門から自宅など学校の外を出たら、保護者や地域が 

中心であり、例えば今回のような件を学校側に問うのは違うのではないか。 

        むしろ、このような学校運営協議会の場を最大限に利用して、意見交換したり、

情報を共有していくのが良いのではないか。 

 



【発言者】須藤委員 

【内容④】御所見市民センターのイベントについて 

  3月 1日(土)に「おしごと王国」を実施予定。 

100名募集のところ、160名ほどの応募があり、中里、御所見地区はもちろん、他の地域 

からの応募も多数あった。他の地域でも話題になっている。 

 

【発言者】教育総務課 伊豆内 

【内容⑤】学校運営協議会の研修について 

  5月 13日(火)14時から、湘南台文化センター市民シアターホールにて研修を実施予定。 

  詳細については、後日連絡。 

 

【発言者】坂本委員 

【内容⑥】コミュニティーソーシャルワーカーの活動 

  1月末に、新 1年生保護者説明会にて、コミュニティーソーシャルワーカーの活動に 

ついて説明を実施。 

 

【発言者】坂本委員・猪股委員 

【内容⑦】御所見地域合唱サークルの活動 

  2月 22日(土)13時半より、湘南台文化センター市民シアターホールでのイベントに 

  参加予定。 

   

（3）学校評価 

【発言者】木内副会長 

【内容】学校評価について 

  学校評価への協力依頼。各委員へ学校づくりアンケートを配付、会議終了後に回収。 

 

3. 授業参観 

学校の様子を知ってもらうために、各教室を回り、実際に子どもたちの様子を見てもらう 

授業参観を実施。授業だけでなく、20分休みの様子も見てもらった。 

 

4．1年を振り返って 

  それぞれ委員ごとに、1年を振り返っての感想を述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------- 
※配付資料 ・第 4 回学校運営協議会 次第 

・2024 年度 学校づくりアンケート 

 

以 上 
 

 


